
ガウス整数における合同・偶数・奇数

定義 1 整数 µ, α, β について
µ | (α − β)

であるとき，α, β は µを法として合同であるといい，

α ≡ β (mod µ)

と表す．

問題 1 2 + iを法として合同か合同でないか調べよ．

1. 4 − i, 2 + 5i

2. 3 + 5i,−5 + i

［解］

1.
4 − i − (2 + 5i)

2 + i
=

2 − 6i

2 + i
=

−2 − 14i

5
なので合同でない．

2.
3 + 5i − (−5 + i)

2 + i
=

8 + 4i

2 + i
= 4で合同．

このことは図で表すとわかりやすい，下の図で，同じ線種上にある格子点は全て合同である．
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言い換えると，2 + iの合同類は全部で 5つあることになる．これは 0と 2 + iを結ぶ線分を一辺とする正

方形の面積つまり N(2 + i)に等しい．

定理 1 一般に µを法とする合同類の個数は N(µ)である．

［証明略］
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有理整数においては素数 2は特別な存在であった．2以外の有理素数を奇素数と呼ぶことも多い．また 2を

法とすることにより有理素数を偶数と奇数に大別することができた．ガウス整数においても同様の景観を示

す．2の約数である 1 + iとその同伴数を λと表すことにする．

定理 2 a + biが λで割り切れるための必要十分条件は

a ≡ b (mod 2)

である．

［証明略］

定義 2 ガウス整数は λで割り切れるか割り切れないかによって大別することができる．すなわち

λ | α, λ 6 | β

である．前者を偶数，後者を奇数と呼ぶ．これらは次のように書くこともできる．

α ≡ 0, β ≡ 1 (mod λ)

有理整数において偶数を 2n,奇数を 2n + 1などと表すことがあったが，同様にガウス整数においても，偶

数,奇数を次のように表すことができる．

α = 2µ + λ, β = 2µ + ε

ここで µは任意のガウス整数を表し，εは単数を表す．
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